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通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

夏季の節電へのご協力をいただき、ありがとうござい
ました。
国においては、今冬の電力需給について予備率３％以
上を確保できる見通しですが、「数値目標を伴わない節
電」について皆さまのご協力を要請しています。
市でも、すでに定着している市有施設の節電、省エネへ
の取り組みを継続しています。
皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。
　　政策推進課政策推進係　　　（２３）８７０１

★ 引き続き「節電」にご協力を ●  主な内容  ●
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市長の新春インタビュー放送
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平
成
25
年
は「
協
働
互
敬
の
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
政
を
お
預
か
り
し
て
早
い
も
の
で
２
年
10

カ
月
目
に
入
り
ま
し
た
。

  〝
良
き
も
の
を
さ
ら
に
良
く
、
悪
し
き
も
の
は

廃
し
新
た
な
良
き
種
を
播
き
育
て
る
〞「
市
政
刷

新
」を
掲
げ
公
約
の
実
現
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に「
箱
か
ら
人
へ
」

の
政
策
実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
大
切
な
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
良
識

の
府「
議
会
」の
提
言
を
受
け
、
議
決
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
公
正
、
公
平
、
公
明
を
旨
と
し
た

政
治
決
断
を
下
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
真
の
幸
せ
感
の
向
上
に
徹
す
る
こ
と
を
基

本
政
治
姿
勢
と
し
て
行
政
運
営
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
公
約
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
始
ま
り

ま
し
た
が
、
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
放
射
能
汚
染
を
始
め
、
い
ま
だ

経
験
の
な
い
大
災
害
を
受
け
、
方
針
の
一
部
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
復
興

も
現
在
で
は
大
筋
軌
道
に
乗
り
、
今
日
ま
で
に

公
約
は
お
お
む
ね
実
現
さ
れ
て
い
る
と
自
負
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
新
た
な
政
権
の
も
と
、
平
和

で
豊
か
な
日
本
が
再
生
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
の
年

に
な
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
単
に
軍
事
力
、
経
済
力

を
増
強
し
た
だ
け
で
は
、
持
続
し
た
国
民
の
幸

せ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
世
界
の

歴
史
、
ま
た
日
本
の
近
代
史
を
振
り
返
っ
て
も

自
明
の
理
で
あ
り
ま
す
。
平
和
で
豊
か
な
、
幸

せ
感
の
高
い
郷
土（
日
本
）の
再
生
を
図
る
に
は
、

他
に
答
え
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
考

え
、
答
え
を
見
出
し
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
、
望
む
結
果
は
出
て
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
個
人
だ
け
の
努
力
で
も
実
現
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は「
協
働
互

敬
」の
精
神
で
す
。
聖
徳
太
子
が
い
う「
和
を
以

て
尊
し
」の
精
神
を
持
っ
て
、
新
た
な
日
本
型
民

主
政
治
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土（
日

本
）の
平
和
で
豊
か
な
幸
せ
感
の
高
い
社
会
が
再

生
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
協
働
互

敬
の
精
神
で
邁
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
田
原
市
民
の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

健
康
長
寿
の
実
現
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
産

業
振
興
に
よ
る
雇
用
と
所
得
の
確
保
、
医
療
福

祉
の
充
実
、
多
様
な
教
育
力
の
向
上
、
歴
史
文

化
の
調
査
と
振
興
、
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

な
ど
す
べ
て
の
市
民
が
何
ら
か
の
関
わ
り
合
い

を
持
ち
、
お
互
い
を
敬
い
、
助
け
合
え
る
協
働

の
社
会
が
実
現
し
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
に
恵
み
と

幸
せ
感
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
行
政
運
営
の
一
端
を
記
し
ま
す
と
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
た
め
、

行
財
政
改
革
は
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に
よ
る
公
共
建
築

物
、
道
路
、
橋
梁
な
ど
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

削
減
、
職
員
適
正
配
置
と
定
数
削
減
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
公
共
交
通
の
再
編
構
築
、
ふ
れ

あ
い
の
丘
や
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
を
始
め
外

郭
団
体
の
指
定
管
理
者
の
選
定
で
は
厳
正
な
審

査
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減

に
務
め
ま
す
。

　

新
た
な
大
田
原
の
再
生
に
向
け
て
大
田
原
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
構

想
の
推
進
、
中
心
市
街
地
再
開
発
事
業
の
推
進
、

消
防
組
合
の
統
合
や
指
令
通
信
施
設
の
共
同
整

備
・
運
用
、
大
田
原
小
学
校 

・
紫
塚
小
学
改
築

と
大
田
原
小
学
校
・
紫
塚
小
学
校
・
西
原
小
学

校
通
学
区
域
の
再
編
、
新
庁
舎
建
設
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
災
害
・
事
故
・
病
気
か

ら
の
安
全
安
心
な
社
会
を
創
造
し
、
雇
用
と
所

得
を
確
保
し
て
、
子
育
て
環
境
を
よ
り
良
い
も

の
と
し
、
持
続
し
て
夢
や
希
望
が
叶
え
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
市
民
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
効

果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
為
の
、
協
働
互
敬
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市長の新春インタビューがテレビ・ラジオで放送されます。
ぜひご覧ください。
市長の新春インタビューがテレビ・ラジオで放送されます。
ぜひご覧ください。

栃木放送（ラジオ）　（1530KHz）
番  組  名　「新しい年を迎えて大田原市長に聞く」
本放送日　１月１日（火）11:00 ～ 11:20
再放送日　１月３日（木）15:05 ～ 15:25

とちぎテレビ　（UHF31、デジタル 3）
番  組  名　「２０１３年  わが街発 !」
本放送日　１月１日（火）　19:30 ～ 20:00
再放送日　１月３日（木）　10:30 ～ 11:00
※ 上記時間帯の中で、約 10 分間放送されます。 ■問い合わせ　情報政策課広報広聴係　　（２３）８７００

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

　

﹁
協
働
互
敬
の
ま
ち
づ
く
り
﹂を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

大
田
原
市
長　

津
久
井　

富 

雄
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第25回大田原マラソン大会成績一覧

●男子マラソン

●男子29歳以下

●男子50歳代

●男子60歳以上

●女子39歳以下 ●女子40歳以上

●男子40歳代

●女子マラソン

順位

☆１

☆２

☆３

☆４

☆５

選手名

松尾　良一

長谷川　淳

山下　直紀

伊藤　達志

川畑　憲三

所　属

旭化成

ＳＵＢＡＲＵ

ＮＴＮ

ＪＡなすの

愛三工業

記　録

２時間16分55秒

２時間17分25秒

２時間18分22秒

２時間19分28秒

２時間21分57秒

順位

☆１

２

３

４

５

選手名

津崎紀久代

小川　夕希

山ノ内みなみ

金子　有希

小田有希子

所　属

ノーリツ

上武大学

郡山萌世高校

国立市陸協

記　録

２時間43分50秒

２時間49分16秒

２時間54分25秒

２時間58分48秒

３時間00分02秒

※表中の順位に☆の表示がある選手は、今大会の招待選手。

10㎞マラソンの部10㎞マラソンの部

マラソンの部マラソンの部

順位

１

２

３

４

５

選手名

山家　　翔

山中　祐人

渡辺　良治

野上　善弘

中島　隆行

所　属

黒羽高校教諭

足利走友会

ポポロＡＣ

小山向野ＪＣ

白鴎足利中学校

住所

矢板市

足利市

東京都

埼玉県

佐野市

記　録

32分36秒

32分39秒

33分33秒

35分12秒

35分42秒

●男子30歳代

順位

１

２

３

４

５

選手名

伊藤　浩嗣

野村　顕弘

大場　孝広

筒井　優吉

飯村　優介

所　属

栃木ＲＣ

三春町役場

ポポロＡＣ

横浜市陸協

住所

鹿沼市

福島県

東京都

神奈川県

神奈川県

記　録

32分41秒

33分26秒

33分33秒

33分37秒

33分43秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

小西　　亘

藤田　義敬

井上　　弘

秋葉　敏之

京極　　剛

住所

小山市

那須塩原市

埼玉県

千葉県

東京都

所　属

小山向野ＪＣ

金子メディックス

茂原市陸協

ポポロＡＣ

記　録

32分03秒

33分09秒

33分24秒

33分59秒

34分41秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

礒間　浩幸

古怒田　修

湯田　真一

大田原　啓

菊池　　徹

住所

東京都

千葉県

矢板市

那須塩原市

大田原市

所　属

八王子走ろう会

ポポロＡＣ

矢板ＲＣ

恵☆産業

ブリヂストン栃木

記　録

34分50秒

36分18秒

36分23秒

36分37秒

37分01秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

大木　己芳

伊坂　重春

嶋村　　實

小松　三良

永井　紀夫

住所

那須烏山市

東京都

那須塩原市

宇都宮市

東京都

所　属

ワンワンクロベー

余一会

亀の子宇都宮Ｃ

ブリヂストン

記　録

39分19秒

39分53秒

40分45秒

41分03秒

41分40秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

深澤　綾乃

冨岡　順子

会田　智子

佐久間信子

蜂谷　秋津

所　属

日本女子体育大

小岩選抜ＲＣ

いきいきクラブ

ポポロＡＣ

住所

大田原市

東京都

福島県

福島県

東京都

記　録

37分36秒

39分21秒

39分28秒

39分40秒

41分20秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

岩本　秀子

吉井　陽子

髙木　利枝

遠藤　浩子

玉田　和子

住所

高根沢町

東京都

千葉県

福島県

栃木市

所　属

高根沢町ＲＣ

アシックスＲＣ

ＮＲ柏

会津楽走会

栃木銀行ＲＣ

記　録

40分25秒

40分40秒

41分43秒

43分19秒

44分15秒
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住
宅
・
住
環
境
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る

「
大
田
原
市
住
生
活
基
本
計
画（
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）」に
つ
い
て
、
計
画
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
対
し
て

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方（
個
人
、

　

団
体
を
問
い
ま
せ
ん
）

 

・
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中
の
方

 

・
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
方

 

・
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

 

・
今
回
の
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
計
画
案
の
公
表
お
よ
び
閲
覧
方
法

　

左
記
の
提
出
期
間
中
、
次
の
い
ず
れ
か

　

の
方
法
に
よ
り
計
画
案
を
閲
覧
ま
た
は

　

入
手
で
き
ま
す
。

 

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 

・
建
築
住
宅
課　

 

・
湯
津
上
支
所

 

・
黒
羽
支
所

※

閲
覧
受
付
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
提
出
期
間

　

２
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

※

郵
便
の
場
合
は
２
月
20
日（
水
）ま
で
の

　

消
印
有
効

●
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
書
ま
た

　

は
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡

　

先
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の

　

方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
便

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

③
電
子
メ
ー
ル

④
計
画
案
の
閲
覧
場
所
へ
直
接
提
出

※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
意
見
の
取
り
扱
い

 

・
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
担
当
課

　

で
検
討
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

　

方
を
後
日
公
表
し
ま
す
。

 

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接
、
個
別

　

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

・
意
見
公
募
結
果
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、

　

ご
意
見
提
出
者
の
氏
名
そ
の
他
の
個
人

　

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

●
計
画（
案
）の
項
目

 

・
目
的
と
計
画
期
間

 

・
住
宅
事
情
の
概
要

 

・
市
民
等
の
意
識
調
査

 

・
現
行
計
画
の
検
証

 

・
住
宅
施
策
に
係
る
課
題

 

・
住
ま
い
づ
く
り
の
基
本
的
な
目
標

 

・
具
体
的
施
策
の
あ
り
方

 

・
実
現
に
向
け
て

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　

〒
３
２
４‐

８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１‐

４‐

１

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
４

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
９

　
　
　

juutaku@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
措
置
を
取
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

次
の
方
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

髙
﨑  

京
子  

氏（
再
任
・
中
野
内
）

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

総
務
課
総
務
法
規
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

大
田
原
市
住
生
活
基
本
計
画（
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）に

関
す
る
ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す

大
田
原
市
住
生
活
基
本
計
画（
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）に

関
す
る
ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　地方自治法の施行60周年を記念して47都道府県ごとに発行
されている記念貨幣のうち、栃木県分の５百円貨幣が、１月16
日（水）から、引換取扱機関となる最寄りの金融機関（銀行、信用
金庫、ゆうちょ銀行、農協など）で引き換えが開始されます。引
き換え枚数には限りがありますので、あらかじめご了承くださ
い。
　栃木県の図柄は、表面は
眠り猫と雀、裏面は各都道
府県共通で古銭に地方自治
の文字を配したデザインと
なっています。
　

（表面） （裏面）■問い合わせ
財務省宇都宮財務事務所財務課　　０２８（６３３）６２２１

地方自治法施行60周年記念５百円貨幣
（栃木県）の引き換えが１月16日に開始されます。
地方自治法施行60周年記念５百円貨幣
（栃木県）の引き換えが１月16日に開始されます。

●収入および支出の状況
《収益的収支》

事業運営を目的とした収支（税抜）

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収　入
支　出
収　入
支　出

6億5,482万円
3億7,726万円
4,534万円

2億3,104万円

【お詫びと訂正】広報おおたわら12月15日号の３ページの表の
数値に誤りがありました。お詫びして次のとおり訂正します。
●水道事業の状況

■問い合わせ　財政課財政係　　（２３）８７９７



総合・イベント
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子
育
て
プ
ラ
ザ
館（
旧
す
み
よ
し
保
育

園
）内
の
園
庭
の
表
土
除
去
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
工
期
の
延
長

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
工
事
期
間

　

１
月
７
日（
月
）〜
２
月
10
日（
日
）

●
駐
車
場
に
つ
い
て

　

工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
駐
車
場
が
利

　

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
プ
ラ
ザ
館
の
北

　

側
に
あ
る
自
修
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

※

隣
接
す
る
消
防
詰
所
前
お
よ
び
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー
前
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）５
７
２
２

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

大
田
原
地
区
の
若
草
２
丁
目
に
計
画
し

て
い
る
水
辺
公
園
の
一
部
分
を『
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
』と
し
て
供
用
開
始
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
の
維
持
増
進
と
運
動
を

通
じ
た
交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地

　

大
田
原
市
若
草
２
丁
目
１
０
８
１
番
１

　
（
若
草
中
学
校
北
側
）

●
供
用
開
始
日

　

１
月
４
日（
金
）

●
面
　
積　

約
５
０
０
０
㎡

●
公
園
施
設

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
駐
車
場（
約

　

30
台
）、
ト
イ
レ（
大
、
小
各
１
基
）

※

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
は
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
利
用
方
法

　

予
約
が
必
要
で
す
。
ご
利
用
前
に
左
記

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

都
市
計
画
課
都
市
施
設
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

　

シ
ス
テ
ム
機
器
の
工
事
を
行
う
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

２
月
19
日（
火
）〜
21
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
休
止
す
る
窓
口

　

市
民
課（
仮
設
庁
舎
Ａ
棟
）

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　

黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課

●
休
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

 

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

 

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
っ
た
転
入

　

お
よ
び
転
出

 

・
広
域
交
付
住
民
票（
市
外
に
住
民
票
が
あ

　

る
方
の
住
民
票
）の
発
行

 

・
電
子
証
明
書
の
発
行

 

・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
２

子
育
て
プ
ラ
ザ
館

表
土
除
去
工
事
の
お
知
ら
せ

水
辺
公
園
の
一
部
分
に

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
』整
備

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
休
止
の
お
知
ら
せ

●
日
　
時　

１
月
12
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

●
場
　
所　

市
役
所
通
り

　
（
ベ
イ
シ
ア
入
口
〜
神
明
町
交
差
点
）

●
交
通
規
制
な
ど

・
花
市
開
催
中
の
市
役
所
通
り
は
、
車
両

　
（
自
転
車
、
バ
イ
ク
を
含
む
）の
交
通
規

　

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
市
道
大
田
原
野
崎
線
か
ら
は
通
り
抜
け

　

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更

・
花
市
開
催
中
は
市
営
バ
ス
の
路
線
が
変

大
田
原
と
佐
久
山
で
花
市

大
田
原
花
市

佐
久
山
花
市

　

更
と
な
り
、
次
の
停
留
所
に
つ
い
て
は

　

午
前
10
時
以
降
の
乗
降
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
。
最
寄
り
の
停
留
所
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

  【
那
須
塩
原
駅
線
】末
広
２
丁
目

  【
黒
羽
線
・
湯
津
上
線
】末
広
橋
・
五
道
橋

■
問
い
合
わ
せ

  〈
花
市
開
催
関
係
〉

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

  〈
市
営
バ
ス
関
係
〉

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

●
日
　
時　

１
月
14
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
場
　
所　

佐
久
山
小
学
校
通
り

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

白河信用金庫●

大田原体育館● ●ベイシア

市役所
●
総合文化会館
　　●

●大田原警察署

●浅井
　砿油

国道 461 号

市道大田原野崎線

交
通
規
制
区
間

至佐久山

神明町
交差点

若草中若草中

屋内温水プール屋内温水プール

国
道
400 号

国
道
400 号

国道 461 号
国道 461 号

市道
内環
状南
大通
り線

市道
内環
状南
大通
り線

広域クリーンセンター大田原広域クリーンセンター大田原

那須庁舎那須庁舎
龍城公園龍城公園

龍頭公園龍頭公園

勤労者総合福祉センター勤労者総合福祉センター

郵便局郵便局

大田原小大田原小

蛇
尾
川

蛇
尾
川

大田原女子高大田原女子高

大田原市役所大田原市役所

保健センター保健センター

水辺公園
グラウンドゴルフ場
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●
日
　
時　

１
月
14
日（
月
・
祝
）

　

午
後
４
時
〜
７
時

●
場
　
所　

那
珂
川
河
川
公
園

　
（
那
珂
川
歩
道
橋
上
流
）

●
内
　
容

・
一
般
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
正
月
飾
り

　

な
ど
を
お
は
ら
い
後
、
点
火

・
と
ん
ぼ
団
子
の
販
売　

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

●
募
集
対
象　

佐
久
山
の
風
物
詩
を
題
材

と
し
て
平
成
24
年
中
に
撮
影
し
た
写
真

●
応
募
期
間　

１
月
15
日（
火
）〜
25
日（
金
）

●
応
募
方
法　

直
接
応
募
先
へ
持
参
ま
た

　

は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
規
定

①
平
成
24
年
中
の
応
募
者
本
人
が
撮
影
し

　

た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の

②
サ
イ
ズ
は「
四
つ
切
」ま
た
は「
四
つ
切
ワ
イ
ド
」

③
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
は

　

無
修
正
の
も
の

④
応
募
作
品
は
一
人
に
つ
き
３
点
以
内

⑤
応
募
作
品
は
一
点
ご
と
に
応
募
票
を
貼
り

付
け
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
題
名
、

撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
を
明
記

⑥
入
賞
者
は
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
作
品
の

原
版
ま
た
は
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

⑦
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属

⑧
応
募
作
品
は
全
て
返
却
し
ま
せ
ん

●
展
示
期
間　

２
月
９
日（
土
）〜
17
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
９
日（
土
）は
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
、
17
日（
日
）は
午
前
９
時
〜
正
午

●
展
示
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　

体
育
館

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

○
〒
３
２
４
‐
０
０
３
２

　

大
田
原
市
佐
久
山
５
１
４
２

　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

　

会
長　

前
田  

万
作

　
　
　
（
２
８
）０
０
７
９

○
〒
３
２
４
‐
０
０
２
５

　

大
田
原
市
大
神
５
９
４
‐
５
５

　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

　

写
真
展
部
会
長　

金
沢  

裕
司

　
　
　
（
２
８
）０
１
８
２

　

官
民
協
働
の
刑
務
所
と
し
て
運
営
開
始
か

ら
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

実
情
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
　
時　

１
月
31
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
　
所　

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　

１
月
17
日（
木
）ま
で
に
左

記
ま
で
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
２
９
‐
１
４
９
３

　

さ
く
ら
市
喜
連
川
５
５
４
７

　

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

　
　
　

０
２
８（
６
８
６
）３
１
１
１

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
で
は
、

搬
入
さ
れ
た
粗
大
ご
み
を
再
生
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
安
価
で
提
供
し
ま
す
。

●
展
示
・
申
込
期
間

　

１
月
16
日（
水
）〜
29
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

●
展
示
場
所

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　

プ
ラ
ザ
棟
１
階

●
申
込
資
格　

大
田
原
市
ま
た
は
那
須
町

　

在
住
の
18
歳
以
上
の
方

●
申
込
限
度
点
数　

１
家
族
２
点
ま
で　

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
抽
選
日
時

　

２
月
５
日（
火
）　

午
前
10
時
〜

※

当
選
者
に
は
、
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会

第
11
回
与
一
の
里
大
田
原

「
佐
久
山
地
区
風
物
詩
写
真
展
」

作
品
募
集

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
施
設
参
観

●注意事項

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（12月 17 日）

【お母さん・お子さん向け】
スキーウェア、学習机、
ベビーバス、ベビーベッド
バスケットボール
【家具・インテリア・電化製品・楽器】
スピーカー２台、エレクトーン
アップライトピアノ
マットレス（シングル）
【その他】
ケース入り人形

【お母さん・お子さん向け】
子ども用ブランコ
チャイルドシート
子ども用スーツ（七五三・入学式用）
野崎幼稚園園児服（女児）
子ども用補助輪付自転車（男子用 · 女子用）
【家具・インテリア・電化製品・楽器】
ミシン、足踏みミシン、サイドボード
【その他】
人台、かなめ焼、七輪、自転車
フラダンス用洋服（13 号）、車椅子
ベンチコート、二段ベッド

くらし情報館情報くらし情報館情報

■登録先・問い合わせ
   くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１ -２ - １４
　　　　　　あらまち蔵屋敷内
   開館日時
   １月９日（水）、12日（土）、 17日（木）
　　   20日（日）、23日（水）、 28日（月）
　　   30日（水）
　　いずれも午前10時から午後３時

○登録情報が一致した場合は、ゆず
　りたい方の電話番号のみをゆずっ
　てほしい方にお教えしますので、
　その後は当人同士で交渉を行って
　ください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、
　結果を報告してください。その報
　告をもって交渉成立の場合は登録
　内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求な
　どはしないでください。万が一、金
　銭トラブルなどが起きた場合で　
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますの
　で事業者や法人の利用は固くお断
　りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌
　月から３カ月とし、引き続き登録
　をしたい場合はその旨ご連絡くだ
　さい。

黒
羽
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

主
催
　
ど
ん
と
祭
開
催
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土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

　
　
　

あ
る
日
、
注
文
し
た
覚
え
の
な
い

　

健
康
食
品
が
宅
配
便
で
届
き
、
代
金
引

　

換
便
だ
っ
た
の
で
お
金
を
払
っ
て
し
ま

　

っ
た
が
、
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
で

　

お
金
を
返
し
て
欲
し
い
。

　
　
　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
の
で
注

　

文
し
た
覚
え
が
な
い
と
業
者
に
連
絡
す

　

る
と
、
間
違
い
な
く
あ
な
た
か
ら
注
文

　

を
受
け
て
い
る
と
言
っ
て
返
品
に
応
じ

　

て
く
れ
な
い
。

　
　
　

健
康
食
品
３
箱
が
届
き
、
注
文
し

　

た
覚
え
が
な
い
と
業
者
に
連
絡
し
た
と

　

こ
ろ
、
あ
な
た
か
ら
７
日
前
に
注
文
を

　

受
け
た
。
３
箱
が
無
理
な
ら
１
箱（
２

　

万
円
）だ
け
は
買
っ
て
く
れ
と
凄
ま
れ

　

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
２
度
と
そ
の
業

　

者
と
関
わ
り
た
く
な
い
が
ど
う
し
た
ら

　

よ
い
か
。

　

高
齢
化
が
進
み
、｢健
康
で
あ
り
た
い
｣

と
い
う
願
望
が
高
ま
る
中
、
消
費
者
心
理

に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
健
康
食
品
の
送
り

付
け
商
法
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

上
記
Ｑ
１
〜
Ｑ
３
は
、
い
ず
れ
も
契
約

し
た
覚
え
が
な
く
業
者
か
ら
一
方
的
に
送

り
付
け
ら
れ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
家
庭
内
で
誰

か
が
注
文
し
て
い
な
い
か
確
認
し
、
誰
も

注
文
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
場

合
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン（
送
り

付
け
商
法
）の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
の
場
合
、
そ

も
そ
も
売
買
契
約
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

勝
手
に
商
品
が
送
付
さ
れ
る
た
め
、
商
品

代
金
を
支
払
う
必
要
も
自
分
か
ら
商
品
を

返
送
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
が

送
ら
れ
た
日
か
ら
14
日
間（
商
品
の
引
き

取
り
を
販
売
業
者
に
請
求
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
７
日
間
）を
経
過
す
れ
ば
自

由
に
処
分
出
来
ま
す
。
お
金
を
払
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
の
で
書
面
に
て
そ

の
旨
通
知
し
返
金
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
、
迷
っ
た
と
き
に
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

●
す
く
す
く
教
室

　

10
カ
月
〜
11
カ
月
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と

し
た
、
心
と
言
葉
を
育
む
準
備
の
教
室
で
す
。

・
日
時　

１
月
11
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

講
話
、
集
団
指
導（
親
子
の
ス

　

キ
ン
シ
ッ
プ
）

・
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

●
お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

　

体
を
動
か
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
時　

１
月
22
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

与
一
い
き
い
き
体
操
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

●
た
め
し
て
運
動
塾

　

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
教
室
で
す
。

・
日
時　

１
月
16
日（
水
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

ヨ
ガ（
講
師
の
運
動
指
導
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

悪
質
な
送
り
付
け
商
法
に
ご
用
心

Q
1

Q
２

Q
３

＜１月１日(火)～１月31日(木)＞

■問い合わせ　　  １階
　子ども幸福課子育て支援係
　　　　（２３ ）８９３２

●生後４カ月すぎの赤ちゃんから就学前までのお子さんと保護者の親子交流の場です。

子育てサロン　★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場　★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター　★開設時間  9:00～12:00、13:00～16:00

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を
　　　　離さないようお願いします。

木曜日
★休館日:1/3

火･木･金･1/12
★休館日:1/1､3､4

火曜日
★休館日:1/1

子育てサロン かねだ
（金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
（うすばアットホーム)

月･水･金・1/26
★休館日:1/2､4､14

つどいの広場 県北体育館
（県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
（旧さくやま保育園)

月･水曜日
★休館日:1/2､14

子育てサロン かわにし
（川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園内）

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館内）

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園内）

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園内）

（２３)８７２８

（２２)５５７７

（９８)３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日
月～金曜日

★休館日
　1/1､2､3､4､14
★休館日
　1/1､2､3､14
★休館日
　1/1､2､3､4､14
★休館日
　1/1､2､3､14

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談
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●健康おおたわら塾｢栄養 ･食事編｣●●健康おおたわら塾｢栄養 ･食事編｣●
「〝しょっぱい〞のナゾ発見！味覚を知る」「〝しょっぱい〞のナゾ発見！味覚を知る」

■相談 ･問い合わせ　　１階
　健康政策課成人健康係
　　 　（２３）７６０１

私たちが感じる味の基本になるのは『塩味・甘味・酸味・苦味・旨味』の５つです。これらの組
み合わせによって味覚（食べ物の味）は作られています。そして、この味覚を感じ取っているの
は『味蕾（みらい）』と呼ばれる小さな器官です。（味細胞がつぼみ〝蕾〞のように集まっているの
で『味蕾』と呼ばれます）
では、仕組みを解説しましょう。まず食べ物を口に入れて噛み砕きます⇒唾液に溶けた食べ物に
反応した刺激が味覚神経を通って大脳に伝わります⇒味の感覚が生まれます。（味として認識）

　広報おおたわら11月１日号に掲載された、ドレッシングの塩分の多い順位と油分の多い順位
ランキングクイズは見事に当てることができましたか？無意識に使っていたドレッシングの塩
分と油分のトリックをご理解いただいたところで、今回は〝しょっぱい〞のナゾの発見から味覚
の発達など体の仕組みを解説します。

【解説１  味を感じる仕組み】

塩味を感じる仕組みは、食べ物に含まれるナトリウムイオンが、味細胞の表面にあるナトリウ
ムチャンネル（通路）を通過すると、味細胞が興奮して神経伝達物質を放出し、それを味覚神経
が捉え、脳に伝えます。脳ではこれをナトリウムイオン（Na+）の信号として認識します。この
信号を私達は「しょっぱい」「塩味」「塩からさ」として認識します。赤ちゃんは塩味に対して無感
覚か嫌う反応を示すそうです。つまり、塩味は成長するにつれて獲得されていく味覚「あとか
ら覚えていく味」であり、塩味を経験することで未経験の乳幼児の味覚に塩辛い刺激として覚
えていくので乳幼児期の味の経験がとても大切になります。

０歳＝本能的に甘味と苦味が分かる
（生きるために必要なミルクの甘い味を好み、
反対に毒を意味する苦味は本能的に好まない）

１歳＝塩味と油のうまみがわかる

３歳＝味覚の基礎ができあがる

５歳＝言葉と味がつながる

10歳＝五感がほぼ完成

この頃までの味の記憶が一生の基礎になる

20歳＝味の経験が増える

高齢期＝幼児期の味覚にもどる

【解説２  しょっぱいと感じる仕組み】

【解説３  味覚の発達】

辛味や渋味は基本の味の伝達とは異
なり、痛覚や温覚と言われます。
「辛い」は英語で「hot」辛さと温度の
感覚を表したものです。

 

 

 

 

 

 

味の基本味の基本

甘 味

塩 味

酸 味苦 味

旨 味
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私たちが総合的に感じる味は味蕾だけが感じ取っ
ている基本の味だけではありません。
一つ一つの味ではなく複数の味がバランス良く含
まれることで、おいしく感じることができます。
例えば、塩水ではしょっぱさしか感じませんが、
味噌汁には塩味以外にも旨味(だし)や甘味(野菜な
どの具)も感じられますよね。さらに、温度や匂
い、歯応え、舌ざわり、雰囲気もおいしさにかか
わる重要な要素です。
炭酸飲料の泡が弾けるシュワシュワ感は舌や喉の
触覚です。アイスキャンディーは、低い温度では
味蕾に伝わりにくい味覚を香料で匂いをつけて嗅
覚で伝えていますし、素材そのものの香りや料理
の匂いで食欲が加減することも体験のとおりです。
焼肉の香ばしい匂いに食欲が増し、異臭や生臭み
で食欲が減退したりします。味を判断しているの
が脳なので五感や心理的要因、体調によって味の
感じ方が違ってきます。
五感を育てる・体調を整えるって大事なことです
ね。

塩味を控えると味気のないもの・・・しかし、『味覚を鍛える』ことによって敏感になれ
ば薄味でも満足することができます。敏感になるための鍛え方とは、よく噛むことで
す。よく噛むことでだえきの分泌を促すので味の刺激が敏感になります。つまり、薄
味でもおいしく食べられるようになります。
日頃から、味について家族や仲間とのコミュニケーションをとり、自分の味覚の傾向
を確認しましょう。

広報おおたわら3月1日号の健康おおたわら塾「栄養･食事編」はいよいよ最終回です。『お役に立ちます。タニタに続く
おすすめレシピ』と題し、減塩の実践につながる食事のそろえ方や減塩献立のレシピや組み合わせをご紹介します。

【味覚とおいしさ！】

ベーと舌を出して鏡を見
てください。舌の表面に
あるブツブツが味蕾で、
味を受け取るセンサーの
役割を果たす味細胞があ
ります。新陳代謝が活発
で10日で新しく作られる
ので、アツアツのおでん
でやけどしても治りが早
いのです。その形成には
亜鉛が不可欠で、不足す
ると味覚障害の恐れがあ
ります。

【舌の豆知識】

だえきは出ていますか？
味覚を感じるためにはだえきの分泌が必須
ですが、だえきは消化機能を助ける、口腔
内を清潔に保つなど身体にとって重要な働
きをしています。１日に１リットル以上の
だえきを分泌しています。
口の渇きが気になりませんか？
だえきの分泌量の低下や減少は口腔内だけ
でなく身体全体の病気に関係します。〝だ
えき分泌あなどるなかれ！〞ですね。

市ではライフステ
ージごとに栄養士
が〝食〞と〝体〞の仕
組みの相談をお受
けします。
お気軽にご相談く
ださい。

【〝だえき〞の豆知識】 【栄養相談のご案内】
①

②
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a

●
手
を
洗
っ
た
後
は

①
き
ち
ん
と
手
を
拭
き
ま
し
ょ
う
。

②
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
は
常
に
清
潔
に
し

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
う
が
い
の
方
法

①
コ
ッ
プ
の
水（
20
〜
40
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

　

を
口
に
含
み
、
比
較
的
強
く
約
15
秒
間

　

ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
し
、
軽
く
す
す
ぐ
。

②
同
量
の
水
を
口
に
含
み
、
の
ど
の
奥
ま

　

で
届
く
よ
う
に
あ
ご
を
上
げ
て
約
15
秒

　

間
う
が
い
を
し
、
も
う
一
度
繰
り
返
す
。

①
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
は
、
テ
ィ

　

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を
お

　

お
い
、
ほ
か
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、

　

１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
。

②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
カ
チ
が

　

な
い
時
は
、
腕
・
袖
口
で
口
と
鼻
を
お

　

お
い
ま
し
ょ
う
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手

　

で
お
お
う
と
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、

　

そ
の
手
で
触
っ
た
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
介

　

し
て
周
辺
へ
の
感
染
拡
大
の
原
因
と
な

　

り
ま
す
。

③
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
お
お
っ
た
場
合

　

は
、
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④
咳
を
し
て
い
る
人
に
は
、
マ
ス
ク
の
着

　

用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
の
付
け
方

①
マ
ス
ク
は
原
則
使
い
捨
て
で
あ
り
、
１

　

日
1
枚
程
度
の
使
用
。

②
鼻
、
口
、
あ
ご
を
覆
う
。

③
鼻
部
分
を
鼻
す
じ
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
。

④
ゴ
ム
ひ
も
で
耳
に
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

●
マ
ス
ク
の
は
ず
し
方

①
マ
ス
ク
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
病
原
体
が

　

つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
使

　

用
中
や
、
は
ず
す
と
き
も
な
る
べ
く
ゴ

　

ム
ひ
も
を
持
ち
、
表
面
に
触
ら
な
い
よ

　

う
に
す
る
。

②
ふ
た
の
つ
い
た
ご
み
箱
に
捨
て
る

※
マ
ス
ク
で
感
染
症
を
１
０
０
％
予
防
す

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
正
し
く
使

　

う
こ
と
で
予
防
効
果
を
高
め
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
単
純
な
こ
と
の
よ
う
で
す

　

が
、
本
来
の
感
染
予
防
策
と
は
、
こ
の

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
」の
積
み
重
ね
が

　

大
切
な
の
で
す
。

●
汚
物
の
処
理
方
法

①
患
者
の
便
や
嘔
吐
物
を
処
理
す
る
と
き

　

は
、
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
と
手
袋
を
着

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

②
便
や
嘔
吐
物
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど

　

で
拭
き
取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ま

　

し
ょ
う
。

③
残
っ
た
便
や
嘔
吐
物
の
上
に
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
50
倍

〜
１
０
０
倍
に
薄
め
た
市
販
の
塩
素
系

漂
白
剤
を
十
分
浸
る
よ
う
に
注
ぎ
、
汚

染
場
所
を
広
げ
な
い
よ
う
に
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
で
よ
く
拭
き
ま
し
ょ
う
。

④
調
理
器
具
、
お
も
ち
ゃ
、
衣
類
、
タ
オ

　

ル
な
ど
は
熱
湯（
85
℃
以
上
）で
の
１
分

　

以
上
の
加
熱
が
有
効
で
す
。

⑤
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
気
中
に
漂

　

い
二
次
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
汚

　

物
は
な
る
べ
く
早
め
に
処
理
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

１
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
感
染
症
の
ま

ん
延
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
感
染
し

な
い
た
め
に
も
、
ま
た
、
感
染
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
感
染
症
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

感
染
性
胃
腸
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
で
す

感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

外
出
か
ら
帰
宅
し
た
と
き
や
、
ト
イ
レ
の

使
用
後
、
調
理
や
食
事
の
前
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
か
ら
帰
宅
し
た
と
き
や
、
ト
イ
レ
の

使
用
後
、
調
理
や
食
事
の
前
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

朝
起
き
た
と
き
や
帰
宅
し
た
と
き
、
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
う
が

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

朝
起
き
た
と
き
や
帰
宅
し
た
と
き
、
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
う
が

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸
器
感
染

症
を
ほ
か
の
方
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

次
の
｢咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
｣を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸
器
感
染

症
を
ほ
か
の
方
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

次
の
｢咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
｣を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

嘔
吐
物
や
排
泄
物
な
ど
の
汚
物
は
適
切

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

嘔
吐
物
や
排
泄
物
な
ど
の
汚
物
は
適
切

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

【正しい「手洗い」の方法】

①手のひらをあわせ
（力強く！５秒間）

②手の甲を伸ばすように
（右も左もごしごしと！ 10 秒間）

④指の間も十分に
（よくこすり合わせて！５秒間）

⑤親指を手のひらでねじり洗い
（５秒間）

⑥手首も忘れずに
（５秒間）

③指先、つめの間もしっかりと
（渦を描くように！５秒間）
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国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金

　

老
後
を
支
え
ま
す
。

○
障
害
基
礎
年
金

　

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

　

と
き
に
支
え
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金

　

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ

　

る
配
偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担

す
る
と
い
う
｢世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
｣

が
基
本
で
す
。

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、｢学
生
納
付
特
例
制
度
｣

（
学
生
の
み
）、｢若
年
者
納
付
猶
予
制
度
｣

（
30
歳
未
満
）な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○
｢学
生
納
付
特
例
制
度
｣

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

　

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

　

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

　

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

　

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

　

校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

　

以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

　

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

○
｢若
年
者
納
付
猶
予
制
度
｣

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

　

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

　

の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ
た
期
間

は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
っ
た
時

に
｢追
納
制
度
｣を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
20
歳
に
な
っ
た
と
き
の
国
民
年
金
の
手

　

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
国
保
年
金

　

課
国
民
年
金
係
ま
た
は
大
田
原
年
金
事

　

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
８

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　
　
　
（
２
２
）６
３
１
３

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
方

に
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
喪
主
の
方
の
印
か
ん

・
喪
主
の
方
の
名
義
の
預
金
通
帳

・
会
葬
礼
状
な
ど
喪
主
の
確
認
が
で
き
る

　

も
の

・
運
転
免
許
証
や
市
民
証
な
ど
、
窓
口
に

　

来
た
方
の
確
認
が
で
き
る
も
の

●
時
　
効　

葬
祭
を
行
っ
て
か
ら
２
年
が

　

経
過
す
る
と
、
時
効
と
な
り
申
請
が
で

　

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

※
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
加
入
し

て
い
た
健
康
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　

那
須
与
一
伝
承
館
で
は
、
ひ
な
祭
り
期

間
の
特
別
展
示
と
し
て
、
那
須
家
伝
来
の

雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
名
門
那
須
家
で
用
い
ら
れ

た
雛
人
形
の
風
格
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
期
　
間

　

１
月
29
日（
火
）〜
３
月
３
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
観
覧
料

　

高
校
生
以
上　

３
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

無
料

※
団
体
料
金
は
10
名
以
上　

２
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

｢学
生
納
付
特
例
制
度
｣と
｢若
年
者
納

付
猶
予
制
度
｣

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
仲
間
入
り

国
保
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
葬
祭
費
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

那
須
与
一
伝
承
館

ひ
な
祭
り
期
間
特
別
展
示

「
那
須
家
の
雛
人
形
」

那須家の雛人形(那須家所蔵)
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【
自
由
題
の
部
】

●
作
　
品

　

２
句
１
組（
未
発
表
・
四
季
雑
詠
）

●
投
　
句

　

所
定
の
用
紙
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
投
句

　
（
所
定
の
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き

　

ま
す
。）

●
投
句
料

　

１
組　

１
０
０
０
円

　
（
郵
送
の
場
合
、
現
金
書
留
ま
た
は
郵

　

便
小
為
替
を
同
封
）

●
投
句
先

　

左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

　

〒
３
２
４
‐
０
０
１
２

　

大
田
原
市
南
金
丸
１
５
８
４
‐
６

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

　
（
文
化
振
興
課
内
）

●
募
集
期
間

　

１
月
４
日（
金
）〜
３
月
４
日（
月
）

※
期
日
厳
守
、
３
月
４
日
消
印
有
効

【
席
題
の
部
】

●
日
　
時

　

６
月
23
日（
日
）　

午
前
10
時
開
会

●
場
　
所

　

ホ
テ
ル
花
月　
　
（
５
４
）１
１
０
５

●
作
　
品

　

１
人
１
句（
大
会
当
日
に
題
を
発
表
）

●
参
加
費

　

５
０
０
円（
当
日
受
付
、
昼
食
希
望
者

　

は
別
途
１
０
０
０
円
）

●
選
　
者（
敬
称
略
）

　

黒
田  

杏
子　
　
（
く
ろ
だ 

も
も
こ
）

　

星
野　

  

椿　
　
（
ほ
し
の 

つ
ば
き
）

　

橋
本  

榮
治　
（
は
し
も
と 

え
い
じ
）

　

正
木
ゆ
う
子　

  （
ま
さ
き 

ゆ
う
こ
）

　

宋　

  

岳
人　
　
（
そ
う 

が
く
じ
ん
）

●
表
　
彰

　

自
由
題
、
席
題
の
部
の
各
入
賞
者（
推

　

薦
、
特
選
、
秀
逸
）に
主
催
者
賞
、
後

　

援
団
体
賞
な
ど

●
講
演
会（
敬
称
略
）

　

谷
地  

快
一（
た
に
ち 

よ
し
か
ず
）

　

東
洋
大
学
教
授

・
演　

題

　

｢旅
は
芭
蕉
に
何
を
も
た
ら
し
た
か

　

‐
『お
く
の
ほ
そ
道
』を
軸
に
し
て
‐
｣

●
主
　
催

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
実
行
委

　

員
会
、
大
田
原
市
、
大
田
原
市
教
育
委

　

員
会

●
後
　
援（
予
定
）

　

栃
木
県
、
朝
日
新
聞
宇
都
宮
総
局
、
下

　

野
新
聞
社
、
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会

※
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

　
（
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

●
日
　
時

　

２
月
10
日（
日
）午
前
９
時
開
会

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘

　

シ
ャ
ト
ー
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

●
参
加
資
格

　

子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
ど
な
た

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
定
　
員

　

囲
碁
の
部　

先
着
60
名

　

将
棋
の
部　

先
着
40
名

●
対
局
方
法

　

棋
力
を
参
考
に
ク
ラ
ス
ご
と
の
対
局

　
（
申
込
時
に
棋
力
を
確
認
し
ま
す
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
込
み
）

●
申
込
方
法

　

１
月
25
日（
金
）ま
で
に
、
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
へ
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　
（
２
８
）３
１
３
１

　

市
体
協
ス
キ
ー
部
主
催
に
よ
る
市
民
ス

キ
ー
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

２
月
11
日（
月
･
祝
）

●
場
　
所　

会
津
高
原
高
畑
ス
キ
ー
場

●
種
　
目

◆
G
S
L（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

◇
一
般
男
子
１
部（
29
歳
以
下
）

◇
一
般
男
子
２
部（
30
歳
〜
35
歳
）

◇
一
般
男
子
３
部（
36
歳
〜
39
歳
）

◇
一
般
男
子
４
部（
40
歳
〜
49
歳
）

◇
一
般
男
子
５
部（
50
歳
〜
55
歳
）

◇
一
般
男
子
６
部（
56
歳
以
上
）

◇
一
般
女
子
の
部（
制
限
な
し
）

◇
小
学
生
男
子（
低
学
年
）の
部（
〜
４
年
生
）

◇
小
学
生
男
子（
高
学
年
）の
部

　
（
５
･
６
年
生
）

◇
小
学
生
女
子（
低
学
年
）の
部（
〜
４
年
生
）

◇
小
学
生
女
子（
高
学
年
）の
部

　
（
５
･
６
年
生
）

◇
中
学
生
男
子
の
部

◇
中
学
生
女
子
の
部

※
年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
で
す
。
た

　

だ
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
会
議
後
に
、
参
加

　

者
の
年
齢
構
成
に
よ
り
、
若
干
の
ク
ラ

　

ス
編
成
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
勤
務
の
方
ま

　

た
は
大
田
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員

●
参
加
料

　

一　

般　
　

１
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

  

８
０
０
円

●
交
通
手
段　

現
地
集
合
。
た
だ
し
、
小

　

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
に
よ
る
送

　

迎
も
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

１
月
19
日（
土
）午
後
５
時
ま
で
に
参
加

　

料
を
添
え
て
次
の
と
こ
ろ
へ
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

 

・ 

太
陽
ス
ポ
ー
ツ　
　
（
２
２
）５
４
９
５

 

・ 

奈
良
ス
ポ
ー
ツ　
　
（
２
２
）２
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ

　

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　
　
（
２
２
）５
４
９
５

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

第
24
回
黒
羽
芭
蕉
の
里

全
国
俳
句
大
会
作
品
募
集

ふ
れ
あ
い
の
丘  

第
18
回
囲
碁
・

将
棋
大
会
参
加
者
募
集

市
民
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
■問い合わせ
　大田原税務署個人課税第一部門
　　　０２８７(２２)３１１５

※自動音声の案内にしたがって、東日本大震災に関する一般的なお問い合わせの場合は｢０｣を、
　ご自身が対象となるか不明な方のお問い合わせの場合は「２」を選択してください。
　受付時間　午前８時30分から午後５時まで（土、日、祝日を除く）

【平成24年分の所得税の確定申告】
　平成24年分の所得税の確定申告の相談および申告書の受付は、平成25年２月18日(月)か
ら同年３月15日(金)までです。
　なお、還付申告は、平成25年２月15日(金)以前でも行えます。
また、大田原税務署では、平日(月～金曜日）以外でも、２月24日と３月３日の日曜日に限
り、電話での申告相談を行います。
　この２日間は大田原税務署では確定申告用紙の配付、申告相談、確定申告書の受付およ
び納付相談などの業務は行っておりませんのでご注意ください。
　大田原税務署での申告相談時間は、午前９時から午後５時までです。
(相談の受付は、午後４時30分以降終了する場合があります。)

【公的年金などを受給されている方へ】
　平成23年分以後の各年分において、公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下であ
り、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、所得
税の確定申告は必要ありません。
　詳しくは、大田原税務署にお問い合わせください。
(所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。)

【東日本大震災により被害を受けられた方へ】
○大田原税務署では、この震災により被害を受けられた皆さまの申告相談会を次のとおり
　開催しますのでご利用ください。
 ・会場　大田原税務署　別館２階会議室
 ・期間　１月28日(月)～ 31日(木)
 ・受付　午前８時30分から
　　　　(相談の受付は、午後４時30分以降終了する場合があります。)
・相談　午前９時～午後５時
※上記以外でも大田原税務署では、事前に相談日程などを予約した上で、個別の申告相談
　をお受けしています。
○対象となる方
　①今までに東日本大震災に係る雑損控除を申告されていない方
　②平成22年分または23年分で雑損控除を申告された方で、次のいずれかに該当する方
・被災資産に対して平成24年中に修繕(再修繕・追加工事を含みます。)を行い、その
支払った修繕費用(平成23年中に支払った修繕費用との合計額)が申告している損失
額を上回る方
・平成22年分または23年分の申告において、控除しきれなかった雑損失の金額がある
方(雑損失の繰越控除の申告をされる方)

※修繕費用の金額などによっては、対象とならない場合があります。ご自身が対象となる
　かわからない方や手続きに必要な書類のわからない方はお問い合わせください。
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市
内
各
地
域
で
は
、
越
冬
害
虫
の
駆
除
を

目
的
と
し
て
冬
季
に
野
火
焼
き
が
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
11
月
21
日
付
県

通
知
に
よ
り
、
野
火
焼
き
に
よ
る
延
焼
お
よ

び
傷
害
事
故
の
発
生
な
ら
び
に
住
民
か
ら
の

苦
情
、
さ
ら
に
は
、
枯
れ
草
の
焼
却
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
飛
散
を
懸
念
す
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
全
域
に
お
い

て
あ
ぜ
道
な
ど
枯
れ
草
の
焼
却（
野
火
焼
き
)

の
自
粛
要
請
が
あ
り
、
本
市
で
も
こ
の
要
請

を
受
け
市
内
全
域
に
野
火
焼
き
の
自
粛
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
平
成
24

年
10
月
３
日
付
県
通
知
に
よ
り
県
内
全
域

に
お
い
て
、
引
き
続
き
あ
ぜ
道
な
ど
枯
れ

草
の
焼
却（
野
火
焼
き
)に
つ
い
て
自
粛
す

る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
野
火
焼
き

を
自
粛
と
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係　
　

３
階

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

　

市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
お
よ
び
そ
の
他
の
商
店

街
な
ど
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
大
田
原

市
起
業
再
出
発
支
援
事
業
補
助
金
を
設
け
、

新
た
に
空
き
店
舗
に
出
店
す
る
方
な
ど
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
な
ど
を
経
由

し
て
事
前
協
議
な
ど
の
手
続
き
を
経
る
こ
と

に
よ
り
、
各
地
域
の
活
性
化
に
高
い
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
事
業
を
採
択

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

昼
間
の
営
業
を
目
的
と
し
、
物
販
業
、

飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
中
心
市
街

地
お
よ
び
そ
の
他
の
商
店
街
な
ど
地
域

に
適
し
た
業
を
営
む
店
舗（
風
俗
営
業

等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
る
業
種
な

ど
を
除
く
）ま
た
は
事
務
所
な
ど
を
開

業
な
ど
す
る
方
で
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
対
象
店
舗
を
開
業
す
る
た
め
、
空
き
店

　

舗
を
賃
借
す
る
方（
店
舗
開
業
者
）

②
自
ら
所
有
す
る
空
き
店
舗
を
改
修
す
る
方

（
店
舗
所
有
者
。
同
一
の
店
舗
所
有
者
の

同
一
補
助
金
の
交
付
は
、
１
回
に
限
る
）

③
商
店
街
団
体
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い
る

区
域
に
お
い
て
10
年
以
上
継
続
し
て
い

る
対
象
店
舗（
事
務
所
を
除
く
。
以
下

「
既
存
店
舗
｣と
い
う
）を
営
業
し
て
い

る
方（
既
存
店
舗
営
業
者
）で
、
当
該
店

舗
を
改
装
お
よ
び
改
修
す
る
方

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
、
２
年
以
上

　

営
業
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
１
週
間
あ

　

た
り
４
日
以
上
営
業
す
る
、
商
工
会
議

　

所
な
ど
の
会
員
に
な
る
こ
と
な
ど
、
そ

　

の
他
の
条
件
も
あ
り

●
補
助
対
象
経
費
な
ど

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
お
よ
び
補

　

助
率
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。（
補
助

　

金
の
額
に
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数

　

が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

　

て
る
）

●
申
込
方
法

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
商
工
会
議

所
な
ど
を
経
由
し
て
商
工
観
光
課
に
事

前
協
議
や
申
請
な
ど
を
し
ま
す
。
補
助

イ
メ
ー
ジ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
大
田
原
市
事
業
再
開
奨
励

　

金
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
定

　

め
ら
れ
た
基
準
面
積
に
該
当
す
る
場
合

　

に
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
事
業

　

開
始
後
１
年
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

　

従
前
ど
お
り
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ  

　
　
2
階

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

野
火
焼
き
は
控
え
て
く
だ
さ
い

市
内
で
新
た
に
創
業
す
る
方
へ

大
田
原
市
起
業
再
出
発
支
援
事
業

対象
地域 中心市街地

空き店舗の
改装に要す
る経費

空き店舗の
改修に要す
る経費

既存店舗の
改装・改修
に要する経
費

空き店舗の
改装に要す
る経費

空き店舗の
改修に要す
る経費

既存店舗の
改装・改修
に要する経
費

対象者

対象
経費

その他の商店街などの地域

補助率

店舗
開業者

店舗
所有者

既存店舗
営業者

店舗
開業者

店舗
所有者

既存店舗
営業者

上記経費
の１／３

上記経費
の１／３

上記経費
の１／３

上記経費
の１／３

上記経費
の１／３

上記経費
の１／３

100万円 100万円 50万円 50万円 50万円 30万円限度額

大
田
原
市

大
田
原
商
工
会
議
所

湯
津
上
商
工
会

黒
羽
商
工
会

店
舗
開
業
者

店
舗
所
有
者
な
ど

事前協議
申請など

事前協議
申請など

補助金交付
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●
新
た
な
取
扱
店

　

平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
、
新
し
く
取 

　

扱
店
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
店
舗
を
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・
わ
び
さ
び
和
さ
び（
和
食
・
浅
香
２
丁
目
）

 

・
家
庭
料
理 

夢
実
家

（
和
食
・
山
の
手
１
丁
目
）

 

・
ス
ペ
イ
ン
バ
ル
蔵
c
i
a
s

（
ス
ペ
イ
ン
料
理
・
中
央
１
丁
目
）

 

・（
有
）大
田
原
龍
鳳
園

（
中
華
料
理
・
本
町
１
丁
目
）

 

・
味
処
与
一　
（
居
酒
屋
・
浅
香
３
丁
目
）

 

・
お
か
ず
屋
与
一

（
弁
当
総
菜
・
浅
香
３
丁
目
）

 

・
カ
フ
ェ
＆
ご
は
ん 

プ
チ
・
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ

（
カ
フ
ェ
・
美
原
２
丁
目
）

 

・
自
家
焙
煎
珈
琲
ブ
ラ
ピ

（
カ
フ
ェ
・
中
央
１
丁
目
）

 

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
和
音

（
製
パ
ン
販
売
・
浅
香
２
丁
目
）

 

・
斎
藤
製
餡
所　
（
製
餡
・
山
の
手
２
丁
目
）

 

・
く
ろ
っ
ぷ
す
侍
塚　
（
直
売
所
・
湯
津
上
）

 

・
チ
ク
タ
ク
ボ
ン
ボ
ン

　
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
・
山
の
手
１
丁
目
）

 

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
大
田
原
中
央
２
丁
目
店

（
コ
ン
ビ
ニ
・
中
央
２
丁
目
）

・
縫
製
装
飾
オ
カ
ヤ

（
縫
製
装
飾
・
城
山
１
丁
目
）

・
大
田
原
印
刷（
有
）

（
印
刷
・
新
富
町
１
丁
目
）

・（
有
）佐
藤
自
動
車
工
業

（
自
動
車
整
備
・
中
田
原
）

・
理
容 

河
田
軒　
（
理
容
・
中
央
１
丁
目
）

・
那
須
野
ヶ
原
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

（
ホ
テ
ル
・
南
金
丸
）

・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
あ
ぶ
ら
や

（
葬
祭
・
美
原
１
丁
目
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
の
募
集

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
市
内
で
約
５
６
０
店

舗
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
子
育
て
支
援
券
ギ
フ
ト
包
装
サ
ー
ビ
ス

　

日
ご
ろ
の
お
買
い
物
を
は
じ
め
、
ぜ
ひ

　

贈
り
物
や
内
祝
な
ど
に
子
育
て
支
援
券

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

贈
っ
て
喜
ば
れ
、
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い

　

ギ
フ
ト
包
装
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

※
旧
金
券（
５
０
０
円
券
）に
つ
い
て

　

旧
金
券（
５
０
０
円
券
）を
お
持
ち
の

　

方
は
、
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

〜
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
て

　

市
民
総
参
加
で
子
育
て
環
境
の

　
　
　
　

向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
〜

〜
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
て

　

市
民
総
参
加
で
子
育
て
環
境
の

　
　
　
　

向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
〜

●日　時　平成 25 年２月２日(土)
　　　　　午後２時 30 分開場、午後３時開演
●会　場　大田原市ピアートホール
●入場料　Ｓ席・３５００円、 Ａ席・３０００円
※全席指定です。
※未就学児のお子さまは入場できません。
●チケット発売　平成 25 年１月５日(土)午前 10 時開始
※ご購入はお１人さま４枚までとさせていただきます。
※大田原市ピアートホールが開館する前は、敷地内にトイ
レ、休憩所などがございませんので、チケットを購入さ
れる場合は発売当日にご来場ください。
○プレイガイド(チケット販売場所)
　大田原市ピアートホール  　　　　　（５９）０８５６
　ハートブックス若草本店  　　　　　（２２）２０３６
　ハートブックスなすの店  　　　　　（２０）３０６０
　ハートブックス黒磯店  　　０２８７（６２）１６１６
　弓座呉服店  　　　　　　　　　　　（５９）０５１３
　商美社  　　　　　　　　　　　　　（５４）０００３
　キャプテンハウスおおもり  　　　　（５７）０１０８
　ミモリレコード(那須塩原市)  　　　（３６）０７１２
　金子書店(那須町)　　  　　０２８７（７２）０１２８

■電話予約・問い合わせ
　　大田原市ピアートホール
　　　　　（５９）０８５６

●内　容　オリジナリティに富んだスーパー腹話術が世界で好評を博している「いっこく堂」、見る人
　の感動と笑いを誘う変幻自在のものまねが大人気の「原口あきまさ」、絶妙なコンビネタが光る「タ
　イムマシーン３号」による、抱腹絶倒間違いなしのお笑いショーです。

●電話予約　平成25年１月５日(土)
　午後１時受付開始(窓口販売優先の
　ため完売の際はご了承ください。)

♪大田原市ピアートホール  催し物のご案内♪ 爆笑パフォーマンスショー爆笑パフォーマンスショー爆笑パフォーマンスショー

子
育
て
支
援
券（
子
育
て
チ
ケ
ッ

ト
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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天文館・自然観察館

平成25年１月１日号

■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　（２８）３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

◆日　時　２月２日（土）午後６時～８時
◆内　容 双眼鏡の基本的操作を学び、冬の星空
 を観望（オリオン座大星雲、すばるほか）
 します。
◆場　所　ふれあいの丘天文館
◆対　象　小学４年生以上
　　　　　（中学生以下は保護者同伴）
◆定　員　30名
◆参加費　小中学生１名１００円、
　　　　　大人１名３００円（入館料として）
◆申込方法　１月７日（月）から電話または直接
　　　　　　ふれあいの丘天文館まで申し込み
◆受付時間　午前９時～午後９時

★縁起のよい星：カノープス（「りゅうこつ座」）
　カノープスは、シリウスに次いで全天で２番目
に明るい１等星です。冬の限られた時期、南の地
平線すれすれに現れます。高度がとても低いため、
大気の影響で暗く、赤っぽく見えます。関東地方
より北では緯度が高いため見ることができません。
　中国では「南極老人星（なんきょくろうじんせ
い）」あるいは「寿星（じゅせい）」などと呼ばれてい

ます。「南極老人」
とは、長寿と幸福
をつかさどる神様
のことで、日本で
は七福神の「寿老
人」や「福 禄 寿」と
して親しまれてい
ます。見つけるこ
とが難しいことか
ら、この星をひと
目見ると長生きが
できるという言い
伝えもある縁起の
よい星です。
◎カノープスの見つけ方
 ・南の地平線が遠く見わたせる場所で、南中時刻
　（※）の前後に、最も明るく輝いているおおいぬ
　座のシリウスを目印に、その下の真南の地平線
　を目をこらして探してみてください。真冬の深
　夜ですので、暖かい恰好をして挑戦してみては
　いかがでしょうか。
 ・カノープスの南中（真南にくる）時刻の前後30分
　間くらいが観望のチャンスです。
（※）南中時刻：１月中旬の午後10時30分頃
　　　　　　　２月中旬の午後８時30分頃

★今月の天文情報★

　新年明けましておめでとうございます。今年は、
自然観察館が誕生して15年目の年になります。こ
れからも「楽しく学べる地域のミニ博物館」として
館の使命を果たすべく努力をしていきますのでよ
ろしくお願いいたします。
　現在、栃木県立博物館の協力を得て、当館とし
て初めての企画展「化石」を開催しています。一人
でも多くの市民の皆さん、特に小・中学生に見て
いただきたいと願っています。皆さんのご来館を
お待ちしています。
　11月上旬に数点の展示品が
追加されました。新しく加わっ
た展示品などを紹介します。
●翼竜「プテラノドン」の登場！
　中生代白亜紀（約8000万年前後）に生息していた
翼竜の仲間で、多くの化石は北アメリカで発見さ
れています。翼を広げた大きさは７～９ｍ、鳥の
ような羽毛はなく、空気の流れに乗ってグライ
ダーのように滑空し、長いくちばしを水中に入れ
魚を食べていたと推測されています。展示品はプ
テラノドンの前あし（翼の部分）の実物化石でとて
も貴重なものです。

●栃木県が「南国の楽園」だった？
　「栃木県が温かい風が吹き、マリンブルーに輝
く珊瑚礁の海だった・・・」現代の私たちには信じ
られませんが、事実なのです。このことは鹿沼市
や那須烏山市の約1500万年前の地層から、サンゴ
や南方系の貝類の化石が産出されていることから
推測されています。お正月にふさ
わしい温かい話ですが、これは人
類が誕生するず～っと前の出来事
で、化石は当時の環境などさまざ
まな情報を私たちに伝えてくれて
いるのです。
●那須にクジラがいた？
　栃木県では、宇都宮市・那須塩原市・那須烏山
市・那珂川町などで、多数のクジラ類の化石が発
見されています。クジラの骨は大きくて頑丈なの
で、化石になりやすいようです。下の写真の展示
品は「ヒゲクジラの下あご」（新生代の中頃）と考え
られていますが、この化石は湯津上に近い那珂川
の岸で発見されたものです。驚きですね。

■問い合わせ
　ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３１３１
　　　 http://www.fureaino-oka.com/shizen/　

南方系の貝類の化石

プテラノドン

★初心者天文講座
『双眼鏡で冬の星空を見よう！』参加者募集★



芭蕉の館・彫刻周遊
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　この作品は川西小学校の生徒用昇降口前に設
置してあります。
　やや高めの寸法で制作された台座の中心には、

まるで木のように柔
らかい質感の四角い
柱がたっており、そ
の柱の対角線上に少
女と犬の像がいま
す。少女と犬はそれ
ぞれが柱を中心に
回っているかのよう
に見えます。
　作者はこの作品に
対するコメントをこ
のように残していま

す。「廻る　廻る　みんな
も廻る」。この作品におけ
る『柱』は少女と犬の中心
であり、世界の中心であ
り、万物の中心を表現し
たものだと思われます。
同様に少女と犬も万物の
象徴であり、この作品は、世界中のあらゆるもの
は、何かを中心に廻っている（動いている）という
ことを表現したものだと思われます。
　作者は栃木県生まれの内田充氏。栃木県彫刻造
形協会会員。多摩美術大学大学院を修了。神奈川

県相模原市の市立内出中
学校 25 周年記念モニュメ
ントの制作や、小田原市
の蓮華仏龕阿弥陀如来像
制作など、多種の作品制
作に携わり、東京や神奈
川などで個展も開催して
います。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

48

内田　充　日本  　2012 年

柱 ■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

うちだ   　みつる

　

市
の
広
報
Ｆ
Ｍ
番
組「
お
お
た
わ
ら

ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」（
毎
週
月
曜
日 

正
午
〜
12
時

49
分
）で
、「
お
昼
の
芭
蕉
講
座
」と
い
う

コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

リ
ポ
ー
タ
ー
の
豊
田
あ
す
か
さ
ん
と
当

館
学
芸
員
新
井
敦
史
が
対
話
し
な
が
ら
、

松
尾
芭
蕉
の
句
の
な
か
で
、
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
句
や
代
表
的
な
句
を
毎
回
一
句
ず

つ
紹
介
・
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
放
送
さ
れ
た
句
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
第
１
回
】（
平
成
24
年
11
月
26
日
放
送
）

　
季
語
は「
初
し
ぐ
れ
」（
そ
の
冬
の
最
初
に

降
る
通
り
雨
）で
、
冬
の
句
で
す
。
初
時

雨
の
な
か
、
猿
も
私
と
と
も
に
旅
し
た
い

の
か
、
小
蓑
を
欲
し
そ
う
に
し
て
い
る
、

と
い
っ
た
意
味
に
な
り
ま
す
。

【
第
２
回
】（
平
成
24
年
12
月
３
日
放
送
）

　

鞍
壺
に 

小
坊
主
乗
る
や 

大
根
引

季
語
は「
大
根
引
」（
大
根
の
収
穫
作
業
）

で
、
冬
の
句
。
句
意
は
、
両
親
た
ち
が
大

根
を
引
き
抜
く
傍
ら
で
、
馬
の
鞍
壺
に
小

さ
な
男
の
子
が
ち
ょ
こ
ん
と
乗
っ
か
っ
て

い
る
、
と
な
り
ま
す
。
芭
蕉
が
晩
年
に
提

唱
し
た「
か
る
み
」と
い
う
俳
諧
理
念
に

則
っ
た
秀
作
で
す
。

【
第
３
回
】（
平
成
24
年
12
月
10
日
放
送
）

　

行
春
や
鳥
啼
魚
の
目
は
泪

「
行
春
」が
季
語
と
な
っ
た
春
の
句
で
、
惜

春
の
句
で
あ
る
と
と
も
に
、『
お
く
の
ほ
そ

道
』の
旅
立
ち
に
際
し
て
の
惜
別
の
句
で

も
あ
り
ま
す
。

【
第
４
回
】（
平
成
24
年
12
月
17
日
放
送
）

　

夢
よ
り
も
現
の
鷹
ぞ
頼
母
し
き

季
語
は「
鷹
」で
、
冬
の
句
で
す
。
句
意

は
、
め
で
た
い
と
さ
れ
る
鷹
の
夢
よ
り
も

実
際
に
見
た
鷹
の
方
が
は
る
か
に
頼
も
し

い
、
と
な
り
、
門
人
杜
国
と
再
会
で
き
た

喜
び
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

当
コ
ー
ナ
ー
は
３
月
頃
ま
で
続
く
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

「
お
昼
の
芭
蕉
講
座
」放
送
中
で
す

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り

内田  充  氏
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こ    

み 

の
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ら  
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ぼ
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い   

こ     

ひ
き

の
っ
と

な 

り

ゆ 

く  

は 

る

と 

り  

な 

き  

う 

お

な
み
だ

う
つ
つ

た 

の    

も

と
　
こ 

く

あ 

ふ

　

初
し
ぐ
れ 

猿
も
小
蓑
を 

ほ
し
げ
也

リポーターの豊田あすかさん（左）と新井学芸員（右）

設置場所案内図（★印）

足利銀行

★

那珂川

川西小学校

294294

461461

182182

182182
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図書館・統計

18平成25年１月１日号

図書館・統計

●日　　時　１月1７日(木)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時情報政策課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん

■問い合わせ　情報政策課広報広聴係　　(２３)８７００

お気軽に
お電話ください

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　　　　　　　 )

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

１件
　０件
　０件
　１件

　１６件
　２件
１２件
３０件

３,６１２千円
　１１６,００７千円

◆火災 ･救急 11 月分
[火災発生件数 ]
建　物
林　野
その他
　計　
損害額

２５４件
１,４７７件
６００件

　２,３３１件

１８件
１３３件
５２件
２０３件

交 通
急 病
その他
　計　

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

◆交通事故 11 月分
１８７件
５人

２３７人
１,９２１件

１０件
２人
１０人
２０５件

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

　男　　３６,９６０人
　女　　３７,４５６人
　計　　７４,４１６人
世帯数　２７,２３７世帯

住民基本台帳人口

統計調査に基づく人口

11月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(12月１日現在)

　男　　３８,６０５人
　女　　３８,０８２人
　計　　７６,６８７人
世帯数　２８,５９５世帯

転入 142人   転出 178人 
出生   43人   死亡   71人
※住民基本台帳人口
　国内の市町村に住所を定めてい
る者（外国人住民を含む）として、
当該市町村の住民基本台帳に記載
されている者の数およびそれらの
者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成24
　年１月からの累計です。

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができ
ます。パスワード等登録は図書館カウンター
に申請してください。

●日　時　１月６日(日)、１月20日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

新春 黒羽かるた大会2013

ピノキオおはなし会

子どものつどい

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

【黒羽図書館臨時休館のお知らせ】

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00（98)7037

●日　時　１月12日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

図書館寄席
●日　時　１月26日(土)　午後１時～３時
●会　場　大田原図書館２階　視聴覚室
●参加料　無料
●問い合わせ　大田原図書館

●日　時　１月６日(日)　午後１時30分～
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●対　象　親子学生一般どなたでも可
●参加費　無料
●問い合わせ　黒羽図書館
●内　容　｢ふるさとを知る会｣が作った大きい｢かるた｣で遊びなが
　ら黒羽の郷土を学びます。

◎１月のコアラおはなし会はお休みです。

館内蔵書点検のため１月28日(月)～１月31日(木)まで臨時休館とさせていた
だきます。ご不便をおかけしますがご理解、ご協力をお願いします。
なお、大田原図書館、湯津上図書室は通常どおり開館いたします。

【電気点検のお知らせ】
大田原市立図書館(大田原・湯津上・黒羽)の電気点検のため、図書館サー
バーを下記の通り停止します。これに伴い、インターネットによる予約、
検索ができなくなりますが、ご協力をお願いします。
・日時　１月18日(金、休館日)　午前９時～午後５時
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一般  2,500円
　(友の会  2,300円)
学生  1,000円
　(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

１月19日(土)
午後２時開演／大ホール

※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

●東儀秀樹   ～雅楽を身近に感じよう!!～
　雅楽ワークショップ＆ミニライブ
●東儀秀樹   ～雅楽を身近に感じよう!!～
　雅楽ワークショップ＆ミニライブ
●東儀秀樹   ～雅楽を身近に感じよう!!～
　雅楽ワークショップ＆ミニライブ

東儀　秀樹東儀　秀樹東儀　秀樹

一般  2,500円(友の会  2,300円)
学生  1,000円(高校生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 １月20日(日)
午後２時開演／小ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●歌舞伎をもっと身近に感じる
　「助六・あんまと泥棒」
　あなたも歌舞伎の化粧をしてみませんか？

●歌舞伎をもっと身近に感じる
　「助六・あんまと泥棒」
　あなたも歌舞伎の化粧をしてみませんか？

●歌舞伎をもっと身近に感じる
　「助六・あんまと泥棒」
　あなたも歌舞伎の化粧をしてみませんか？

【第１部】  ワークショップ
　参加型として、３～４人の方に
　ステージにて歌舞伎の化粧を
　していただきます。
【第２部】  歌舞伎舞踊「助六」
【第３部】  歌舞伎「あんまと泥棒」

那須野が原ハーモニーホールでは、当ホール主催の
事業に限り、安心して公演をお楽しみいただくため
に、公演中の託児サービスを行っています。
　　　　料金：お子さま１人　2,000円
　　　　対象：満２歳以上のお子さま
※ご希望の方は、公演の10日前までにお申し込みく
　ださい。

～託児サービスのご案内～

【合唱指導】佐藤綾（指揮）　小瀧晴美（ピアノ）
　　　　　 日高万利子（ソルフェージュ）

２月10日（日）

200円（中学生以下入場無料）
午後２時開演／大ホール　

※未就学児も入場できます。

日時・会場

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

●那須野が原少年少女合唱団
　第 35回定期演奏会

【演奏予定曲目】(予定)
♪宮川彬良作曲：「アキラさんのソングブック」より
　　　　　　　　このうた　ゆうき、サヨナラの星 ほか
♪新実徳英作曲：十代のための二部合唱曲集
　　　　　　　　「白いうた　青いうた」より
♪大田桜子作曲：少年少女のための合唱組曲
　　　　　　　　「地球のかぞく」より

　人は、誰でもたくさんの思い出があります。
　イルミネーションを見ていただいた方々に、何か
心に残る一場面を作りたい。
　子どもの頃、親に連れられて、真冬の空の下、「き
れいだね！」と、はしゃいだ思い出を…
　ハーモニーホールのイルミネーションを、ぜひあ
なたの大切な家族や仲間との思い出のひとコマに加
えてください。
　水辺に何重にも映し出されるイルミネーションの
光の中に演奏会らしき光が流れます。
　10年後も20年後もあなたの心に残りますように…
●開催期間
　１月14日（月・祝）まで
●点灯場所
　那須野が原ハーモニーホール敷地内、水のプロム
　ナード周辺
●電球数
　約６万球
　（ＬＥＤ電球メ
　イン、通常電
　球含む）

～今年もハーモニーホールの
　イルミネーションの季節がやってきます～

メモリーズ・オブ・ファミリー
～水辺の音楽会～

去年のイルミネーション去年のイルミネーション

チケット好評発売中チケット好評発売中

那須野が原少年少女合唱団那須野が原少年少女合唱団



イルミネーション　コンテストイルミネーション　コンテスト

第11回 Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ
　　　　　Ｃｏｎｔｅｓｔ
第11回 Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ
　　　　　Ｃｏｎｔｅｓｔ

金 賞金 賞
和久　英雄『夢と光』

銀 賞銀 賞

　鈴木　美佐夫『光のシンフォニー』
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下重　栄二『クリスマス フラワー ガーデン』下重　栄二『クリスマス フラワー ガーデン』

特別賞特別賞 特別賞特別賞

銅　賞銅 賞銅 賞

【審査員（敬称略）】
渡邉　脩司（大田原市観光協会会長）
本多　房雄（大田原商工会議所事務局長）
髙橋　敏明（湯津上商工会）
川股　康洋（黒羽商工会事務局長）

菊池　恵子（大田原市くらしの会会長）
齋藤　勝芳（福原小学校PTA会長）
墨谷　　薫（蛭田小学校PTA会長）
永山　　林（大田原市副市長）

　　　イルミネーションコンテスト入賞者
　　金賞　　和久　英雄　　　（花園）
★　銀賞　　鈴木美佐夫　　　（桧木沢）
★　銅賞　　下重　栄二　　　（浅香１）
　　　　　　鷹觜　浩英　　　（美原２）
★　佳作　　国際自動車・ビューティ専門学校    （紫塚２）
　　　　　　髙橋　　忍　　　（黒羽向町）
　　　　　　後藤美奈子　　　（黒羽向町）
　　　　　　三森　隆志　　　（黒羽向町）
　　　　　　那須赤十字病院託児所ポケット（中田原）
　　　　　　松本　健希　　　（桧木沢）
　　　　　　江連由紀子   　　 （末広３）
　　　　　　國井　　誠   　　 （鹿畑）　　
★　特別賞　なかがわ水遊園　（佐良土）
　　　　　　那須野が原ハーモニーホール  （本町１）
　　

なかがわ水遊園
『Light  Acuario 2012』
なかがわ水遊園
『Light  Acuario 2012』

『メモリーズ・オブ・ファミリー　
　　　　　　　　～水辺の音楽会～』
『メモリーズ・オブ・ファミリー　
　　　　　　　　～水辺の音楽会～』

那須野が原ハーモニーホール那須野が原ハーモニーホール

鷹觜　浩英『宇宙からのメッセージ』　鷹觜　浩英『宇宙からのメッセージ』

銅　賞銅 賞銅 賞

イルミネーション
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マラソンの部優勝者マラソンの部優勝者

第25回大田原マラソン大会第25回大田原マラソン大会
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策 （   　係聴広報広課 ２３）８７００までご連絡ください。
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